
 

 

 

 

 

  

予定より 1日早く終業式を行いました。無事に２学期を終えることができたのは、子供

たちを支えてくださった保護者の皆様、温かく見守ってくださった地域の皆様のご理解と

ご協力があったからこそです。ありがとうございました。 

２学期は、「学習の成果発表会」や「校区内オリエンテーリング」「持久走記録会」「創

校 50周年記念式典」等の大きな学校行事を実施することができました。また、各学年で

の校外学習や体験活動等も充実していました。それらの体験の中で、多くのことを感じ、

視野を広げたり深めたりすることができたと思います。また、一人一人が自分の目当てに

向かってがんばる姿もたくさん見られました。終業式での学年代表のがんばったことの発

表にも表れていました。子供たちの成長を来年につなげていきたいと思います。 

さて、冬休みは、子供たちが家族の一員として活

躍したり、年末年始にまつわる伝統文化に親しんだ

りすることができるよい機会でもあります。終業式

では、何をすれば家族の役に立つかを考えて、家の

仕事にチャレンジしてみましょうと話をしました。

お子さんが家族の一員としてやる気になったらぜひ

チャンスをあげてください。そして、少しずつの成長を認めてあげていただけると、これ

からにつながるのではないかと思います。 

 

◇ 不審者対応避難訓練 ◇ 

12月 1日（金）に、「学校に不審者が侵入した」という想定で避難訓練をしました。不

審な人に対応するのは大人です。子供たちは、校内放送を聞いて身を守る行動をします。

放送に耳を澄ませ、不審者を表す暗号と侵入場所を表す暗号を聞き取って教室内で 1次避

難をしました。その後、校内の安全が確認されたとの放送を聞いて、体育館への２次避難

をしました。 

今回の訓練のねらいは、「不審者を表す暗号を知ること」「放送をしっかりと聞くこと」

でした。体育館へは、いつもの「お・は・し・も・ふ」の約束を守って整然と避難するこ

とができました。その後の講評等も、話す人の顔を見て静かに聞くことができました。講

評の中で、来校者には自分から挨拶をするとよいことと異変に気付いたらすぐに大人に知

らせることを伝えました。不審者は挨拶をされ

ても、後ろめたいので挨拶を返しません。その

様子でお客様かどうかが分かるからです。 

緊張感をもって、場に応じた行動ができる子

供たちの姿に成長を感じました。 

 

 

射水市立東明小学校  

学校だより 

第 11号 

令和５年 12月 22日 

 

東明っ子 



◇ ハッピータイム ◇ 

 12月 7日（木）の昼休みに、縦割り班のメンバーで一緒

に遊ぶハッピータイムの活動をしました。 

 ３回目となる今回、メンバーのことがよくわかってきた

６年生は、雨の日でもみんなが楽しく遊ぶことができるメ

ニューを考えてくれました 

 学年を越えて楽しく過ごすことができました。 

◇ 書き初めの練習が始まりました ◇ 

 １・２年生はクレパスでの硬筆に、３年生以上は毛筆に取り組んでいます。１年生は   

初めての書き初めです。色塗りをするときのクレパスの持ち方とは違いますが、一生懸  

命に練習しています。３年生は道具の出し入れからの練習でしたが、回を重ねるごとに 

上手になりました。慣れている学年は、準備も片付けも手際よく、落ち着いて取り組ん 

でいます。冬休みの家庭での練習と合わせて、書初大会ではどんながんばりを見せてく

れるか楽しみです。 

 

◇ご協力ありがとうございました。 ◇ 

○赤い羽根共同募金 

ボランティア委員会が呼びかけた赤い羽根共同募金へのご  

協力ありがとうございました。今回、お寄せいただいた募金  

11,508円は共同募金会に届けました。このお金は、県内の民 

間社会福祉施設や福祉関係団体、NPO、ボランティアグループ 

等に渡され、誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくり推進のために役立 

てられるそうです。 

○学校評価アンケート 

  「２学期を振り返って」保護者アンケートにご協力をいただき、ありがとうござい

ました。貴重なご意見をお寄せいただき、感謝申し上げます。今後の学校運営に生か

して参ります。 

 

 

 

 寒さが厳しくなり、本格的な降雪の時期となりました。学校では、雪道の安全な歩

行について指導しました。合わせて、この後の冬期間、自転車には乗らないというこ

とも指導しました。ご家庭や地域でも雪道の安全、降雪時の遊び方について、声をか

けて見守ってくださいますようお願いいたします。 


